














Homestays--Participants' Views: Beneficial support and non-beneficial 


















　This paper examines the views of homestay by international students in Japan 
based on their experiences, and examines the support provided by homestay. 
Three points are taken into account,
1) the degree of student satisfaction, 
2)  what were positive and beneficial aspects, and what were negative and non- 
beneficial points provided by the homestay,
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3)  how did the students change their opinions through the first and second 
semester. 
　The research was conducted using questionnaires answered by international 
students in Japan; content and statistical analysis methods were used.
　The results can be summarized as follows: 
1)  86% of students were satisfied with and appreciated the beneficial support 
provided by homestay, 
2)  Students evaluated their homestay as an opportunity to learn and enhance 
their level of Communicative Proficiency, Intercultural Contact, Intercultural 
Understanding and Intercultural Adaptation whether beneficial or not, 
3)  Students recognized the homestay experience as an opportunity to develop 
Intercultural Adaptation and participate in a warm and kind family environ- 
ment, to communicate in Japanese and to understand something of the 
culture. 
【Keywords】social support, homestay, international students in Japan, evaluation 






















い（Fontaine, 1986, 361）。不確実要素に伴う不安の多い留学生活の中で，HS が果たすソ
ーシャル・サポートの基本的な機能は、留学生とホストファミリーの双方において、「お
互いの不確実性を取り除いていくプロセスの中に見出される」（Adelman, 1988, 185）と捉
えられる。異文化修正接触仮説（2）（Amir, 1969， Klineberg ＆ Hull, 1979）では、「留学生が、
滞在している国の文化や人々と接触し社会的相互作用が多いほど、その社会に対する対応



















































るところが多いと言う。St. Martin, Gail M.（1979）は、英語の集中講座のためにアメリ
カの家庭に14週間 HS をした83人のメキシコの学生の成績を、HS をしなかった学生の成


















まれるといった、それまでの HS 観についての予測と想定に反して、Frank の学生達は、
HS 期間のほとんどの時間を一人で過ごしていたと報告した。さらに、Rivers（1998：
492）は第二言語習得と HS 環境について、ロシアに留学し、寮と HS に滞在したアメリ
カ人学生の会話、聴解、読解能力を統計分析を用いて調査した結果、読解においては寮よ
り優れた成果があったものの、会話と聴解能力は寮に滞在した学生より HS の学生が劣っ
た結果となったことを報告している。Frank の研究によってもたらされた HS に関する否
定的な印象は、Wilkinson（1997, 1998a, 1998b）のフランスに留学し滞在した7人の経験を
分析した研究により、さらに強固な印象をもたらした。Wilkinson は Frank と同様の環境
で調査した結果、HS におけるイマージョン教育がかつて信じられた社会的な対人関係の
相互作用や言語的な接触機会において有効であるとの見方とはほど遠い現実にあるとい













定されているという特徴がある（Ward & Kennedy,  1994）と述べている。Bochner（1972）
は、留学生の異文化適応の課題は、①若者としての人生における成長、②学生としての学



































































RQ3. 留学生の HS のサポートについての評価は、前期から後期に及んでどのように変化
するのか。













表1　HS の留学生の国籍別 表2　HS の留学生の性別 表3　HS の留学生の年令別
国籍 人数 パーセント 性別 人数 パーセント 年令 人数 パーセント
アメリカ 52 72.2 男 44 61.1 20才以下 5 6.9
イギリス 6 8.3 女 28 38.9 20～21才 44 61.1
フランス 4 5.6 合計 72 100.0 22～24才 20 27.8
韓国 3 4.2 25～27才 3 4.2






国籍 人数 パーセント 性別 人数 パーセント 年令 人数 パーセント
フランス 9 52.9 男 12 70.6 20才以下 1 5.9
イギリス 3 17.6 女 5 29.4 20～21才 2 11.8
アメリカ 2 11.8 合計 17 100.0 22～24才 10 58.8
カナダ 2 11.8 25～27才 3 17.6
ドイツ 1 5.9 28～30才 1 5.9
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5.1　RQ1：HS に対する満足度
以下は、RQ1についての分析結果である。
RQ1. 留学生は HS の経験にどれくらい満足し有益だと評価しているのか、そしてど
れくらい不満で有益でないと評価しているのか。
次表7は、HS の満足度について、A. 前期、B. 後期、C. 年間の満足度（＝前期と後期の
満足度の平均）の記述統計量を示したものである。この記述統計量は、満足度について、
「大変満足している」から「全然満足していない」を5段階で提示し、それを5点～1点の値




表7　HS の満足度（A. 前期、B. 後期、C. 年間＝前期と後期の平均）
度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差
Ａ．前期のホームステイの満足度 72 1 5 4.38 .985
Ｂ．後期のホームステイの満足度 72 1 5 4.39 .987








表8　寮の満足度（A. 前期、B. 後期、C. 年間）
度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差
Ａ．前期の寮の満足度 17 3 5 3.88 .781
Ｂ．後期の寮の満足度 17 2 5 3.47 1.007














人数 パーセント 人数 パーセント 人数 パーセント
大変満足 44 61.1 45 62.5 44.5 61.8
まあ満足 18 25.0 17 23.6 17.5 24.3
ふつう 5 6.9 5 6.9 5 6.9
やや不満 3 4.2 3 4.2 3 4.2
全然 2 2.8 2 2.8 2 2.8
合計 72 100.0 72 100.0 72 100




人数 パーセント 人数 パーセント 人数 パーセント
大変満足 4 23.5 2 11.8 3.5 17.65
まあ満足 7 41.2 8 47.1 7.5 44.15
ふつう 6 35.3 3 17.6 4.5 26.45
やや不満 0 .0 4 23.5 0 11.75
全然 0 .0 0 .0 0 0
合計 17 100.0 17 100.0 15.5 100















めに、t 検定を行った。2つの平均値間が独立であるために、対応のない t 検定を行ったと

















「HS の正の評価」は、1. 日本語コミュニケーションの練習と上達、2. 暖かい家庭と家






















練習と上達 43 72 59.7% 42 72 58.3% 85
2. 暖かい家庭と家族の提供 31 72 43.1% 36 72 50.0% 67
3. 日本社会で暮らす支援 23 72 31.9% 18 72 25.0% 41
4. 日本人家族との暮らし経験に
よる学び 17 72 23.6% 15 72 20.8% 32
5. 日本文化の理解と学習 17 72 23.6% 14 72 19.4% 31
6. 良い食生活と住居の保障 14 72 19.4% 12 72 16.7% 26
7. 人間形成と成長の支援 3 72 4.2% 9 72 12.5% 12


































十分なコミュニケーション能力による困難、3. 自由がなく窮屈だ、4. 不便な生活、5. 家庭





















40 72 55.6% 36 72 50.0% 76
2. 不十分なコミュニケーション
能力
37 72 51.3% 28 72 38.9% 65
3. 自由がなく窮屈だ 15 72 20.8% 19 72 26.4% 34
4. 不便な生活 8 72 11.1% 9 72 12.5% 17
5. 家庭内での孤立感 5 72 6.9% 5 72 6.9% 10
6. 食生活の不慣れと遠慮 3 72 4.2% 2 72 2.8% 5
7. 家庭内不和 1 72 1.4% 2 72 2.8% 3
8. 自国帰国による喪失感 0 72 .0% 1 72 1.40% 1








































































に、評価の割合を比較してみた。留学生の HS に対する負の評価の1番目、「1. 文化・生活
習慣・考え方による違い」は前期55.6％、後期50.0％で、後期には5.6％の評価の減少があ


































































ションの練習と上達 正（＋） 79 43 72 59.7% 42 72 58.3% －1.4%
2. 文化・生活習慣・考
え方による違い 負（－） 76 40 72 55.6% 36 72 50.0% －5.6%
3. 暖かい家庭と家族の




負（－） 65 37 72 51.3% 28 72 38.9% －12.4%
5. 日本社会で暮らす支
援 正（＋） 38 23 72 31.9% 18 72 25.0% －6.9%
6. 日本人家族との暮ら
し経験による学び 正（＋） 35 17 72 23.6% 15 72 20.8% －2.8%
7. 自由がなく窮屈だ 負（－） 34 15 72 20.8% 19 72 26.4% 5.6%
8. 日本文化の理解と学
習 正（＋） 29 17 72 23.6% 14 72 19.4% －4.2%
9. 良い食生活と住居の
保障 正（＋） 28 14 72 19.4% 12 72 16.7% －2.8%
10．不便な生活 負（－） 17 8 72 11.1% 9 72 12.5% 1.4%
11. 人間形成と成長の
支援 正（＋） 12 3 72 4.2% 9 72 12.5% 8.3%
12. 家庭内での孤立感 負（－） 10 5 72 6.9% 5 72 6.9% 0.0%
13. 食生活の不慣れと
遠慮 負（－） 5 3 72 4.2% 2 72 2.8% －1.4%
14. 家庭内不和 負（－） 3 1 72 1.4% 2 72 2.8% 1.4%
15. 逆カルチャーショ






























































1. 自由だ 12 17 70.6% 12 17 70.6% 24
2. プライバシーが守れる 8 17 47.1% 3 17 17.6% 11
3. 寮の管理人の親切さ 5 17 29.4% 5 17 29.4% 10
4. 寮の地域の利便性 5 17 29.4% 4 17 23.5% 9











































1. 日曜と祭日には食事が出ない 9 17 52.9% 7 17 41.2% 16
2. 日本語でのコミュニケーショ
ンがない
7 17 41.2% 8 17 47.1% 15
3. 食費が高くつく 10 17 58.8% 5 17 29.4% 15
4. 通学に不便 7 17 41.2% 5 17 29.4% 12
5. 寮内環境が不良 7 17 41.2% 5 17 29.4% 12
6. 日本家庭での経験ができない 6 17 35.3% 5 17 29.4% 11
7. 日本に関する情報が入らない 3 17 17.6% 5 17 29.4% 8
8. 孤独だ 1 17 5.9% 6 17 35.3% 7





































































































































































1. 自由だ 正（＋） 19 12 17 70.6% 7 17 70.6% 0.0%
2. 日曜と祭日には食事
が出ない 負（－） 16 9 17 52.9% 7 17 41.2% －11.7%
3. 日本語でのコミュニ
ケーションがない 負（－） 15 7 17 41.2% 8 17 47.1% 5.9%
4. 食費が高くつく 負（－） 15 10 17 58.8% 5 17 29.4% 29.4%
5. 通学に不便 負（－） 12 7 17 41.2% 5 17 29.4% 11.8%
6. 寮内環境が不全 負（－） 12 7 17 41.2% 5 17 29.4% －12.3%
7. 日本家庭での経験が
できない 負（－） 11 6 17 35.3% 5 17 29.4% －5.9%
7. 寮の管理人の親切さ 正（＋） 10 5 17 29.4% 5 17 29.4% 0.0%
8. プライバシーが守れ
る 正（＋） 11 8 17 47.1% 3 17 17.6% 29.5%
9. 寮の地域の利便性 正（＋） 9 5 17 29.4% 4 17 23.5% －5.9%
10． 日本に関する情報
が入らない 負（－） 8 3 17 17.6% 5 17 29.4% 11.8%




























「4. 食費が高くつく」「2. プライバシーが守れる」「11. 孤独だ」「5. 通学に不便」「10. 日本
に関する情報が入らない」である。また下部に突出しているのが後期に評価の割合が減少






















































































































































































の支援」、「D．コミュニケーションと文化理解の支援」の A から D の4つの項目にまとめ
て、HS の「留学生活の適応を促す環境のサポート」として、ソーシャル・サポート・ネ







































































pp.31-52 異文化間教育学会 , アカデミア出版会
佐藤郡衛（1999）「異文化間コミュニケーション」『国際化と教育―日本の異文化間教育を考える』放送
大学教育振興会 , pp.129-143.























の―』鎌田修・山内博之編 , 財）北海道国際交流センター , pp.149-173.
横林宙世（2002）「留学生のアカルチュレーションと異文化間トレランス」『異文化間教育』16, pp.32-48,
アカデミア出版会
Adelman, Mara B. (1988) Cross-Cultural Adjustment: A Theoretical Perspective on Social Support. 
International Journal of Intercultural Relations, 12, pp.183-204.
Amir, Y (1969) Contact Hypothesis in Ethnic Relations, Psychological Bulletin, 71. pp. 319-342. 
Bochner, S. (1972) Problems in Cultural Learning. In S. Bochner & P. Wicks(Eds.) Overseas students in 
Australia. New South Wales, Australia: New South Wales University Press.
Brislin, R. W. (1981) Cross-cultural encounters: Face-to-face interaction. Elmsford, NY:Pergamon Press
Coehlo, G. V., Yuan, Y.T., & Ahmed, P.I. (1980) Contemporary uprootings and collaborative coping :
Behavioral and societal responses. In G. V. Coehlo, & P. I. Ahmed (Eds.), Uprooting and development 
言 語 と 文 化188
Cohen & Syme, S. L. (1985) Issues in the Study and application of social support. In S. Cohen & Syme, 
S. L. (Eds.) Social support and health. Orland, Florida: Academic Press, 3-22.
: Dilemmas of coping with modernization. New York Plenum Press. pp.153-186.
Fontaine,G (1986) Roles of social support systems in overseas relocation: Implication for intercultural 
training, International Journal of Intercultural Relations, 10, pp.361-378. 
Furnham, A. and Bochner, S. (1986) Culture Schock. London: Routledge.
Frank, V. (1997) Potential negative effects of homestay. Middle Atlantic Conference of the American 
Association for the Advancement of Slavic Studies, Albany, NY, March 22, 1997.
Hashimoto, Hiroko (1994) Language Acquisition of an Exchange Student within the Homestay, 
Environment, Journal of Asian Pacific Communication, 4(4)  , 2, pp.209-224.
House, J. (1981) Work Stress and Social Support, Reading: Addison-Wesley.
Klineberg, O. & Hull, W.F. (1979) At a Foreign University: An International Study of Adaptation and 
Coping. New York: Praeger.
Knight, M. & Schmidt-Rinehart (2002) Enhancing the Home stay: Study Abroad from the Host Family's 
Perspective, Foreign Language Annals, 35,2, pp.190-200.　
Martin, Gail M. Revised version of a paper presented at the conference of the Society for Intercultural 
Training, Education, and Research (Mexico City, Mexico,1979).
Rivers, W. P. (1998) Is being there enough? The effects of homestay placements on language gain during 
study abroad, ACTEL 31, 4, pp.492-500.
TAKAI, Jiro (1991) Host Contact and Cross-Cultural Adjustment of International Students in Japan: 
Assessment Instruments and Some Descriptive Statistics『大学論集』20. 広島大学教育研究セン
ター〔編〕pp.195-228.
Ward, C., & Kennedy, A. (1994) Acculturation, strategies, psychological adjustment, and sociocultural 
competence during cross-cultural transitions. International Journal of Intercultural Relations, 18, 
pp.329-343.
Wilkinson, S.(1997) Separating fact from myth：A qualitative perspective on language learning during 
summer study abroad. MLA Convention, Tronto.29 December 1997.
Wilkinson, S.(1998a) Study abroad from the participants’ perspective: A challenge to common beliefs, 
Foreign Language Annals 31 (1) pp.23-39.
Wilkinson, S.(1998b) The nature of immersion during study abroad: Student perspectives. Frontiers.; Fall 
1998: pp.121-138.
Yoshikawa, M. J. (1987) Cross-cultural adaptation and perceptual development. In Y. Y. Kim. and W.B. 
Gudykunst. (Eds.), Cross-cultural adaptation current approaches. Newbury Park: Sage Pub. 
pp.140-148.
